
令和８年度相談支援従事者現任研修「研修課題」等について 

 

Ⅰ 研修課題について 

１ 研修課題事例について 

・自身が実践している事例を 1 事例選定いただいたうえで、その事例に基づき研修課題 

 Ａ－１事例報告書等を作成し提出していただきます。 

 ・下記の“提出事例の選定について”に基づき、作成してください。 

・提出された課題を講師が確認し、今回の研修の意図にそぐわない事例であると判断し 

   た場合、別の事例を選定して再提出いただく場合があります。 

 

〇提出事例の選定について 

  以下の基本要領に伴い、実践事例を選定してください。 

  ａ）受講者自身が現在担当中である障害者（児）の実践例であること 

  ｂ）在宅生活もしくは地域移行に関する実践例であること 

  ｃ）ケアマネジメント手法を用いた支援の実践例であること 

  ｄ）インフォーマル資源を既に活用している、または今後活用したいと考えている実践  

    例 

 

※事例選定時の注意 

研修目的（意思決定支援・多職種連携・地域資源開発）に沿って、その視点で受講者 

間の検討をすることで、気づきを得るための事例であることが重要です。 

そのため対象者への「アセスメント」をしっかり行うことができ、「エコマップ」に資 

源をたくさん書けるよう努力ができるケースとしてください。 

例えば、本研修の目的のひとつに意思決定支援についての再確認があります。 

    ・本人の意思の確認ができる  

    ・本人の意思の確認が難しい場合、様々な手法を使用して確認の努力をした 

のいずれかをクリアできていれば演習が進みます。 

また児童ケースを対象とした事例は議論展開が難しく研修意図に沿わない場合が多い

ようです。そのため児童ケース事例は「対象児童は学齢児以上」とします。その場合で

も「親の意向をどうするか」云々ではなく、「お子さん本人の意思決定をどう支援するか」

がテーマになり得るものにしてください。 

未就学児童のケースしかお持ちでない場合や、学齢児以上のケースがすべて事例対象 

として不適切な場合は、作成前に事務局へご相談ください。 

 

事例に基づく演習は、「困難ケースの解決」を目的としておりません。 

事例選定の際には受講者のスキルをさらに高めるために困難事例検討ではなく、「利用 

者と関係性が取れており相手のことをよく知った事例」「うまくいっているがまだ何ら 
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かの可能性があると思えるがアイデアが出ない事例」等プラスの面を持つ事例を選定す 

るようにしてください。 
 

また、以下に挙げる事例は選定しないでください。 

  ①すでに終結している実例 

  ②本人と関わりを持つことが困難であり、本人の意思が確認しづらい事例 

  ③自身が担当していない、他人から借りた事例、架空の事例 

  ④入所又は入院中で退所や退院の見通しが立たない事例 

  ⑤危機介入・虐待（疑い含む）対応が必要な事例 

  ※今回は研修の獲得目標・研修意図から避けていただくものです。 

 

※実際の事例ですから、ご本人と所属長の了解を得て作成

してください。 

 

また演習における事例に基づくＧＳＶは、初任者研修ではなく現任研修であるからこそ、

次の点に留意しております。事例選定時にもその点にご注意ください。 

 ●困難事例の解決策をみんなで検討する場ではない 

 ●目的に沿った視点での議論ができないのでは演習にならない 

 ●本人ではなく家族の対応に焦点を当てた事例は議論が広がらない 

 ●アセスメントがしっかりとれていないと、演習時の質問に答えられず、議論ができない 

 ●本人や家族に障害受容ができておらず、受容への取り組みから始めるというのでは、意

見がでない 

 ●入所中入院中で、インフォーマル含めて地域資源を活用する機会や可能性が全くないの

では、地域資源開発の話が進まない 

 

 選定や作成に当たって、不明な点や質問がある場合は必ずお問い合わせください。 

 

２ 研修課題提出書類の概要について 

・研修課題 A－１事例報告書を作成後、それに基づいて、引き続き以下の２～４の課題を

作成してください。 

  研修課題Ａ－２ エコマップ 

  研修課題Ａ－３ ストレングス・アセスメント票      

  研修課題Ａ－４ 地域変革のためのヒアリングシート 

※作成は手書きでもデータ入力いずれでも構いません。 

様式のデータは川部みどり園ホームページからダウンロードして使用してください。 



※研修課題 A-2、４については記載例もアップロードしておりますので、下記に示した 

 テキストの記載例とともに参考にしてください。 

 

ホームページ掲載場所 

香川県トップページ → 組織（部署）から探す → 健康福祉部 川部みどり園 

→福祉関係研修等事業→令和８年度香川県相談支援従事者現任研修情報 

 

もしくは 

 

令和８年度香川県相談支援従事者現任研修情報｜香川県 (kagawa.lg.jp) 

https://www.pref.kagawa.lg.jp/midorien/jigyo/r8gennin.html 

 

 

 

 

 

 

３ 作成に当たっての留意事項 

・様式最上部事例区分には精神・知的・身体・児童のいずれかに〇をつける。 

・様式上部に名前を記載する欄が二つあります。 

作成者は左側の「事例提供者氏名」欄にご自身のお名前をお書きください。なお氏名   

の前の「Ｇ」はグループ番号ですが、作成時にはまだ決定していませんので空欄で構 

いません。 

右側の「受講者氏名」欄は、皆さんの事例を演習時に配布した際に受け取った方が名 

前を書く欄です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・（様式内容・書式番号等違いがありますが）研修課題 A-1～４の記載例が講義１テキ 

 スト P１１～２２に掲載されています。参考にして作成してください。 

 ・研修課題もカリキュラムの一環であり、修了要件の１つです。 

  ・次の場合は、原則、修了証書を交付できませんので、注意してください。 

① 指定の研修課題を期限までに提出しない場合 

② 提出した研修課題に不足があった場合 

   ③ 空白が多すぎる場合 

  ・事例の選定については、本人及び所属長の了解を得てください。 

  ・個人を特定できる可能性のある情報をすべて伏せてください。 

例）「A さん」「○○病院」 

生年月日は生年のみで、月日は記載しない。 

・仮の電話番号は記載しないでください。誤って記載しているかどうかの確認をしなく 

 てはなりませんので、一切お止めください。 

 

４ 提出方法 

・６月４日（木）17 時必着で、郵送（当日消印有効）もしくはメールに添付して、研修

課題Ａ－１～４原本を各１部、川部みどり園へ提出。 

・事務局に提出いただいた課題の返却はしません。 

・演習でご自身の課題を使用しますので必ず複写をしてご自身で保管し演習時にご持参 

 ください。 

    

 ○ 提出先事務局 

   郵送 

〒761-8046 高松市川部町 418 香川県立川部みどり園 相談支援現任研修担当 

電子メール 

midorien@pref.kagawa.lg.jp   

※表題に「相談支援現任研研修課題（ご自身の氏名）」と記載のこと 

 

Ⅱ 講義１について 

・障害者相談支援従事者現任者研修テキスト 

注文用紙をホームページに掲載いたしますので、ご自身で申込みご購入ください。 

注文頂いてから届くまで２週間程度かかる可能性もあり早急に申込みください。 

7 年 2 月に改訂されています。注文票以外での購入の際にはご注意ください。 

・遅くとも５月７日までに「eラーニングサイトのURL、 ID、パスワード」を記載した

メールを送付しますので、５月１１日午前9時～５月２５日午後5時の間で各自アクセ

スして全ての講義を受講してください。 



メールを受信できるように受信設定の確認と受信後の保管をお願いします。 

・受講後、川部みどり園HPに掲載されている講義１振り返り評価シート（以下「講義１

レポート」という。）の様式をダウンロードし、様式に手書きで記入のうえ６月４日

（木）（当日消印有効）までに郵送で、川部みどり園へ郵送してください。 

（やむを得ない事情で手書きが難しい方は担当まで必ずご連絡ください。） 

   ・視聴状況は事務局が随時モニターを行います。視聴時間が短い場合や連続視聴時間が

長すぎる場合には、視聴していないと判断することがあります。 

・講義１レポートに空白欄や１～２行等のあまりにも短い記述があったり、記載された

内容が不適切な場合、視聴状況をモニターした事務局が受講に疑義があると判断した

場合等、事務局が「講義１の受講ができていない」と判断した場合には、研修受講を

取り消させていただくことがあります。 

 

講義１レポート作成の留意点 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①受講する前に「事前評価」

を行う。（数字を記載する。） 

③受講後に「視聴終了日」を

記載する。 

④受講後に「事後評価」を行

う。（数字を記載する。） 

② 受 講 時 に 講 師 名 を 確 認

し、記載する。 

⑤受講後に「気づきや理解し

た点 等 」 を手 書 きで記 載 す

る。 

この欄は「獲得目標の達成

状況」を記載するのではな

く、受講して自分が気づい

たことや理解したことを

記載します。空白や記載が

極端に短い場合、内容が不

適切と事務局が判断した

場合は受講できていない

とし、受講証明書・修了証

① 

② 

③ 

④ 
⑤ 

⑥すべて記 載 したら氏名 を

記載し押印する。 

⑥ 



受講できていないと事務局が判断した例 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 提出先事務局（郵送に限る：郵送以外の提出は受け付けません） 

〒761-8046 高松市川部町 418 香川県立川部みどり園 相談支援現任研修担当 

 

問い合わせ先事務局 ⇒県立川部みどり園 研修担当 TEL：０８７－８８５－８６００ 

 
○A 日付が不適当 
この日付は講義期間外です。 

視聴終了日は、記載日ではな

くその動画の視聴を終えた日

を記載してください。 

 

○B 講師名が空欄 
視聴の際にメモを取らないと

講師名は分かりません。講師

名を書くことは受講したとい

う強力な証です。 

 

○C 自己評価が空欄 
受講前と受講後に 2 回記入す

ることになっています。 

 

○D 内容が短い 
記述が 1行の短いものであり、

内容も「気づきや理解した点」

ではない。 

 

○E 内容が不適切 
２～３行の記載があります

が、内容は言葉の説明のみで

受講したと判断できません。 

 

○F 内容が不適切 
小さな字でたくさん書いてい

ただいていますが、内容は講

義とは無関係なものであり、

受講したと判断できません。 

 

○G 空白欄がある 
空白欄があります。せっかく

長時間視聴したのに、記載を

たった一か所うっかり忘れて

しまった場合も受講したと判

断できません。 

○B  

○C  

○C  

○D  

○D  

○D  

○E  

○E  

○F  

○F  

○G  ○C  

○A  


